
5月7日（水）　令和７年度春季リーグ戦第５節３回戦

【試合結果】（７回コールド）

1 2 3 4 5 6 7 計

阪公大 1 0 0 0 0 1 0 2

大工大 0 0 0 3 0 6 X 9

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 根来 3 2 1 1 1 一 入谷 4 3 1 0

2 遊 疋田 4 3 1 0 2 中 岡田 3 4 3 2

3 右 前田 3 0 0 0 3 三 平山 3 3 1 1

打右 野田 2 2 0 0 4 左 兵 4 4 2 2

4 一 菱田 2 3 1 1 5 右 岩口 2 3 1 0

5 左 林 2 3 0 0 右 福留 1 0 0 0

打 尾北 4 1 1 0 6 指 道下 4 3 1 2

6 指 田中創 3 3 1 0 7 捕 岡村 3 3 1 1

7 三 田中大 2 4 1 0 8 遊 阪本 4 1 0 0

8 二 樋口 4 3 1 0 9 二 前田 2 3 1 0

9 捕 小田竜 4 2 0 0 投 大江 4 - - -

打 寺本 3 1 1 0 永井 4 - - -

捕 小田一 2 0 0 0 三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

投 吉岡 3 - - - 4 1 3 0 0 27 11 8

利川 2 - - -

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

4 5 2 0 1 27 8 2

興国

須磨学園

四條畷

鳥取西

一条

大阪公立大学(3塁側) 大阪工業大学(1塁側)対

奈良大学付属

武田

乙訓

明秀学園日立

鳥取城北

出

身

校

東海大学附属大阪仰星

報徳学園

福井工業大学付属福井

福井工業大学付属福井

報徳学園

興国

合計

合計

出

身

校

府立生野

広島新庄

須磨学園

関西大倉

大阪明星

金沢桜丘

彦根東

刈谷

県立伊丹

西大和学園

大阪明星



【投手成績】 【投手成績】
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吉岡 5 90 25 24 9 3 0 7 7 大江 6 102 29 22 6 3 5 2 2

利川 1 21 6 3 2 1 1 2 2 永井 1 14 5 5 2 1 0 0 0

合計 6 111 31 27 11 4 1 9 9 合計 7 116 34 27 8 4 5 2 2

【戦評】

約一ヶ月間のリーグ戦を締め括る最後の試合。泣いても笑っても全てが決まります。勝利を挙げ勝ち点を掴み取れるよう、そして笑顔で終われるよう、全身全霊で臨みました。

まずは初回、先頭の根来（経３・府立生野）と疋田（工４・広島新庄）が四球で出塁すると、野田（現２・須磨学園）の犠打で一死二三塁のチャンスを作ります。そして、４番菱田（農２・関西大倉）が適時打を放ち、１

点を先制します。

一方、先発の吉岡（法３・大阪明星）は力強い投球で相手打線を抑え、３回まで無安打無四死球の好投を見せます。

しかし４回裏、先頭から連打を放たれると、続く打者に適時三塁打を浴び２点を失います。さらに暴投も重なりこの回３失点、逆転を許します。

再びリードを取り戻したい攻撃は５回表、一死から根来の内野安打、疋田の二塁打でチャンスを作ると、野田が死球を受け一死満塁。なんとか追加点をもぎ取りたいところでしたが、ここは相手投手が勝り無得点に終わり

ます。

６回表、一死から田中大（経２・彦根東）が安打を放つと、樋口（工４・刈谷）、代打寺本（商３・鳥取西）も安打で続き、再び一死満塁のチャンスを作ります。そして、根来が犠牲フライを放ち、１点を追加。点差を縮

めます。

しかしその裏、ここまで粘り強く好投を続けてきた吉岡が先頭から４連打を浴び、３点を許します。相手打線を抑え切ることができず降板、後を利川（経２・西大和学園）に託します。なんとか相手の勢いを断ち切りたい

場面でしたが、複数の安打や犠牲フライによりさらなる追加点を許し、この回６失点。猛攻を受け、リードを大きく広げられます。

少しでも点差を縮めたい７回表、二死から代打尾北（文４・四條畷）が安打を放ち出塁します。リーグ戦初出場、初打席でヒットを放った尾北にチームは大歓喜、一層盛り上がりを見せます。そして、田中創（法３・金沢

桜丘）も安打で続き二死一二塁。最後まで粘りを見せますが、反撃叶わずコールドで試合終了。２－９で敗戦いたしました。


